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■ＰＨＥＶ導入による効果

ＰＨＥＶ導入を軸としたトリプルＥ問題解決の達成

ＣＯ2排出量の削減

新たな産業の創出

企業誘致

地域の活性化

省エネルギー
脱化石燃料

（エネルギーセキュリティ向上）
電力負荷平準化

Energy

Environment 

Economy 
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■PHEV導入のための社会的条件

ＰＨＥＶ導入の実現

心 技 体

ビジネスモデル

住民意識・企業意識の醸成
　（環境意識・経済意識）

技術開発
（ハード・ソフト）

インフラの整備
（ハード）

・ＰＨＥＶを使用する
　インセンティブを付加
・ＰＨＥＶ使用の利点を
　周知する

・ＰＨＥＶの性能・経済性の向上
・社会システムの要素技術の確立

・既存インフラの活用
・新規インフラの整備

一般住民

一般企業

自治体 電気事業者

外部者
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■ＰＨＥＶ導入を軸とした3Ｅビジネスモデル

系統からの電力

ニュータウン・集合住宅

300軒

原子力発電所

・施設見学者用

・自家用・業務用

・PHEV用駐車場

電力

市町村役場

・自家用・業務用

・PHEV用駐車場
・公用車

・PHEV用駐車場

・海外研究者の長期滞在

・駐車場での充電

再生可能エネルギーに

よる大規模発電施設
カーシェアリング事業

地域への車の供給

系統からの電力

・新規夜間電力需要の創出

・原子力エネルギーの積極的な利用

CS

新エネ

電力供給

新エネ

電力供給

周辺の様々な施設でも積極的な導入･･･協働・協力＝

GPSを利用した各種走行実証

車の
シェア

率先的導入

充電情報
を通信

一般家庭でも

徐々に導入
車のシェア

通信

エネルギー関連企業において
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■ＰＨＥＶ導入を軸とした3Ｅビジネスモデルの要素

０．ＰＨＥＶの実用化

１．充電ビジネス

２．自然エネルギーの活用
 情報通信サービス

 電力負荷平準化サービス

３．カーシェアリングビジネス
 情報通信サービス

 電力負荷平準化サービス
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０．ＰＨＥＶの実用化

 メリット
 燃費削減（ユーザ）
 ＣＯ２排出量削減（ユーザ、自治体）
 新規市場創出（メーカ）

 社会的条件（課題）
 価格設定

　　　　・価格をいくらに設定すれば普及するか　

　　　　　→市場調査の実施

　　　　・税制その他の支援は必要か、可能か　

　　　　　→自動車分野以外の事例調査

 電池容量
　　　　・最適な電池容量はどれくらいか　

　　　　　→走行パターンの把握

 社会的認知度
　　　　・ＰＨＥＶのメリットをどのように周知していくか　

　　　　　→広報の充実、マスメディアの活用
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１．充電ビジネス

 メリット
 燃費削減（ユーザ）
 新規電力需要創出（電気事業者）
 新規充電ビジネス創出（駐車場所有者等）

 社会的条件（課題）
 コンセントの有無

　　　　・各家庭の駐車場にコンセントがあるか　

　　　　　→調査の実施

 街中での充電施設
　　　　・充電スタンドの設置　

　　　　　→どこにどれだけの充電スタンドが必要か

　　　　　→課金システムをどのようにするか

各家庭での充電

駐車場での充電街中での充電
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２．自然エネルギーの活用

 メリット
 自然エネルギーの活用（電気事業者）

 電力負荷平準化ビジネス創出

 ＣＯ２排出量削減（ユーザ、自治体）

 イメージ向上（自治体）

 社会的条件（課題）
 大容量蓄電池の設置

　　→どれくらいの容量の蓄電池が必要となるか

 Ｖ２Ｇ（アンシラリーサービス）

　　→系統として可能か

　　→課金システムをどのようにするか

風力発電・太陽光発電等

大容量蓄電池電力系統
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３．カーシェアリング

 メリット
 経済的メリット
　→車両購入費用の削減、維持費の共有化

 新規市場創出
　→アンシラリーサービスを活用したレンタカー事業

　→PHEVの大量導入による温室効果ガス排出権の売買

 社会的条件（課題）
 カーシェアリング事業実施主体
 Ｖ２Ｇ（アンシラリーサービス）
 排出権取引事業の検討
 想定利用者のPHEV使用形態等の事前調査
　→利用者の走行パターンの把握

　→ＰＨＥＶ導入台数の最適化

 自治体による支援制度
電力系統

カーシェアリング事業

地元住民・観光客等

ＰＨＥＶ
の提供

排出権取引
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■まとめ

充電設備課金システム（Ｇ２Ｖ）充電ビジネス

事業主体の設立課金システム（Ｖ２Ｇ）

排出権取引システムの確立

最適化条件の設定

カーシェアリング

大容量蓄電池の設置課金システム（Ｖ２Ｇ）自然エネルギーの活用

価格設定

バッテリー容量の設定

社会的認知度ＰＨＥＶの実用化ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
要
素

体（インフラ）技（技術）心（意識・認知）

社会的条件

これらの実現性を確認するため、実社会における実証試験を実施する
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